










So-called Origin of Salsa: Son and Pachanga
KURATA Ryosuke
Summary:
This paper is the result of participant observation of the musical and 
dance practice of“salsa”．Its origin is said to be in Cuba. By comparing 
it and historical documents, the semantic contrast of“folk”and 
“popular”is examined. The point is analyzed by dealing with the style 
of  entertainments born in Cuba and developed in New York.
First, the history of Cuban musical genres, for example son, danzón, 
mambo, cha-cha-chá etc., is investigated. Next, the popularity of a Cuban 
social dance style“casino”is considered. Orquesta Aragón from Cuba, 
one of famous traditional“charangas”, and Fania Records in New York, 
a company founded by Dominican musician Johnny Pacheco, are taken 
up as concrete cases. I pay attention to an identity called“Nuyorican”. 


































































































































（tambor de yuka）を演奏するコンゴの子孫｣ と断言し、｢１対他の歌い手が
形成する論争（controversia）｣ を原義として想定した。｢mamboという言葉は
アフリカのものであり、コンゴの方言に由来する｣ と述べ、≪abre cuto güirí 
mambo≫というのが ｢耳を開き、お前に俺がいうことを聞け｣ の命令文であ











































































受けており、アルカーニョ楽団（Arcaño y sus Maravillas）のメンバー、オ
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ダンソン最初の作品として周知されるのは、ミゲル・ファイルデ（Miguel 










ス（Aniceto Díaz）であった。1929年発表の“Rompiendo la rutina”が転機と
され、歌手パウリーナ・アルバレス（Paulina Álvarez）の演唱をラジオで聴
いたディアスが参加を依頼したといわれる。以後、彼女には ｢ダンソネテの女
帝（Emperatriz del Danzonete）｣ という異名も与えられることとなった。
レオンの場合は40年代に勃興した歌つきのダンソンを‘danzón cantado’
と総称し、マンボやチャチャチャも ｢新しいリズムのダンソン（danzón de 
nuevo ritmo）｣ とみなす。それらは個別に伴奏の新しいスタイル（nuevo 
estilo）｣ を付随させていた。ロンド形式のチャチャチャは新種の都市民俗
（folklore urbano）にも位置づけられる［León 1974：239］。その創始者ホリン





















よるCharanga Nacional de Conciertos（CNC）を始めたのも1950年代であり、
美術博物館（Museo de Bellas Artes）で月１回の演奏をおこなった。そのよ
うに、彼の活動は教育的なインパクトを帯び、古典的なダンソンに触発された
創作を刺激したのであった［Madrid & Moore 2013：158］
一方、キューバ革命成立の1959年、フルート奏者兼作曲家ヒルベルト・バ
ルデス（Gilberto Valdés）は選抜楽団（Gran Orquesta Típica Nacional）を率
い、歌手パウリーナ・アルバレスをフューチャーした。1961年以降、ダンソン
の演奏グループ（Charanga Típica Cubana、Orqueata Provincial de Cultura、
Orquesta Típica Habanera、Charanga Típica Cubana）が出揃い、第１回の




主催の“Baile de 100parejas（100ぺアのダンス）”、1988年に“Encuentro 
Nacional de Danzones（ダンソンの国内集会）”、2000年に第１回“Encuentro 
Nacional de Niños Danzones（ダンソンの国内子供集会）”が組織され、今に















































“La Onda de Alegría”へのレギュラー出演であった。マレーロによると、局
のオファーとしてはCNC（Circuito Nacional Cubano）が先行したというが、
専属契約はなく、ラジオ・プログレッソ（Radio Progreso）と合意に達した。









表彰（Orquesta Más Popular del Año、Diploma de Honor Rita Montaner）さ




枚（Danzones de ayer y de hoy）はダンソン調であった。同年も上記３都市
を回り、ハリウッドにも進出したが、それを境に訪米は一時途絶え、再開には
18年間を要した。一方、数々の受賞（RCA VictorのPremio DISCUBAでDisco 






























































































































































































salsa ! ”という表現は、20世紀前半のキューバ人音楽家にとって ｢スウィン
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